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地域名 移植時期 対平年収量 生育概況及び今後の栽培管理 備考

茨城県 4月28日 あきたこまち ◇7月第4半旬～9月第1半旬の日平均気温は､一貫して平年より0.5℃～4.5℃高く推移し 移植後35日を

(龍ヶ崎市) 97 た｡特に､7月第4半旬､第5半旬の日平均気温は､それぞれ平年(過去5年間)より3.7℃､4. 目安に中干し

5℃高く､さらに8月第5半旬～9月第1半旬も平年より3.1～4.5℃高かった｡また､7月第3 を1週間程度実

コシヒカリ 半旬～9月第1半旬における本年の積算日照時間は平年の1.8倍と長く､同期間における 施した｡また､

102 降水量は31mmで､平年比12％と極端に少なかった｡以上のように､水稲の登熟期間におけ 中干し終了後

る本年の気象は､特異的な高温多照･寡雨であった｡ は成熟期前10

あきたこまち､コシヒカリの出穂期は､平年よりそれぞれ2日､3日早かった｡また､登熟期 日頃まで間断

の高温によって登熟期間が短縮し､成熟期は平年よりあきたこまちで4日､コシヒカリで5 潅 漑 を 行 っ

日早かった｡ た。

あきたこまちおよびコシヒカリの稈長はいずれも平年並となり､倒伏程度はやや小さか

った｡あきたこまち､コシヒカリともに穂数､1穂籾数が平年より多かったことから､㎡当

たり籾数はそれぞれ平年比119％､118％と多かった｡一方で､登熟歩合が平年を下回った

ため､玄米重は平年比97％､102％と平年並み～やや少なかった｡

あきたこまちの玄米品質は､乳白粒が平年よりやや多く､整粒割合は平年を下回ったた

め平年よりやや劣り､登熟期の高温の影響によるものと考えられた｡また､コシヒカリの

玄米品質は平年並みだった｡

5月 7日 あきたこまち あきたこまち､コシヒカリの出穂期は､平年よりそれぞれ2日､4日早かった｡また､登熟期

99 の高温によって登熟期間が短縮し､成熟期は両品種ともに平年より5日早かった｡

あきたこまちの稈長は平年並､コシヒカリの稈長は平年よりやや長かったが､いずれも

コシヒカリ 倒伏程度は小さかった｡あきたこまちおよびコシヒカリの穂数､1穂籾数は平年より多かっ

100 たことから､㎡当たり籾数は116%､平年比121％と多かった｡一方で､登熟歩合､千粒重が平

年を下回ったため､玄米重は平年比99～100％と平年並みだった｡



あきたこまちの玄米品質は､乳白粒､背白粒が平年よりやや多かったものの､他の未熟粒

は平年より少なかったため､整粒割合は平年並だった｡また､コシヒカリの玄米品質は乳白

粒率が9.3％で平年より高かったが､整粒割合はほぼ平年並みとなり､両品種ともに､登熟

期の高温による大きな影響は見られなかった｡





【 玄米品質 】

4月28日移植 あきたこまち 4月28日移植 コシヒカリ

5月7日移植 あきたこまち 5月7日移植 コシヒカリ

>



図1 半旬別気温の推移（龍ヶ崎）
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図2 半旬別日照時間の推移（龍ヶ崎市）
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